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　　　　　　広 島 県 特 定 事 業 主 行 動 計 画
～県職員の仕事と子育て両立支援プログラム～　実施状況報告書


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　属　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理者　　　　　　　　　　
　　　

　　　今年度中に子どもが生まれた（予定含む）職員は何人ですか。
　　　　男性　　　　　　　人 　
　　　　女性　　　　　　　人 　

（１）　子育て支援に関する制度の理解促進（プログラム６ページ）
　職場研修等を実施するなど，プログラムやハンドブックにより｢仕事と子育ての両立支援｣についての啓発を実施しましたか。



　　　　□　実施した
　　　　□　実施しなかった　→　今後の予定時期　　　年　　月　  日
　　　　　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（２）　子育て職員の把握（プログラム８ページ）　子供が生まれる職員から申出があった場合，「子育て応援プラン」を作成し，必要な配慮をしましたか。
（対象者が異動する場合は，対象者に持参させ，異動先へプランを引き継いでください。）





　　　　□　実施した
　　　　□　実施しなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった

（３）　妊娠中・出産後における配慮（プログラム９ページ）
　妊娠した職員や産後1年を経過しない職員が所属にいた場合，母性保護のために，健康・安全に配慮した措置を講じましたか。



　　　　□　講じた
　　　　□　講じなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象職員がいなかった


（４）　男性の育児参画の推進（プログラム10ページ）
　父親となる職員（今年度中に配偶者が出産した職員）に，配偶者出産休暇や男性の育児参加休暇を取得するよう働き掛けましたか。



　　　　□　働き掛けた
　　　　□　働き掛けなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった

　今年度中に父親となった職員の配偶者出産休暇（３日）の取得日数は何日でしたか。


　　　　　　対象職員数（報告時点で出産の日以後２週間を経過しない職員は除く。）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　  　　　 　　人  　
　　　　　　うち配偶者出産休暇を取得した職員数　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　人  
　　　　　　対象職員全員の配偶者出産休暇取得日数の合計　　　　　　　　　　　 　日　  時間  　
　　　　　　　　　
　今年度中に父親となった職員の男性の育児参加休暇（５日）の取得日数は何日でしたか。


　　　　　　対象職員数（報告時点で出産の日以後8週間を経過しない職員は除く。）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     　　人  　
　　　　　　うち男性の育児参加休暇を取得した職員数　      　　　　　　　　　　　  　 　人  
　　　　　　対象職員全員の男性の育児参加休暇取得日数の合計　　　　　　　　　 　日　  時間  　
　　　　　
　父親となる職員（今年度中に配偶者が出産した職員）に，育児休業を取得するよう働き掛けましたか。



　　　　□　働き掛けた
　　　　□　働き掛けなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった

　今年度中に新たに育児休業を取得した職員は何人でしたか。


　　　　今年度中に育児休業が可能となった職員
　　　　　男性　　　　　人　　　
　　　　　女性　　　　　人　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　今年度中に新たに育児休業を取得した職員
　　　　　男性　　　　　人　　　
　　　　　女性　　　　　人　　　
　　　　　　　　　　
（５）　育児休業取得職員の復帰支援（プログラム12ページ）
　育児休業中の職員に対し，適宜，職場や業務等の状況を知らせましたか。


　　　　□　知らせた
　　　　□　知らせなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった
　復帰直前の育児休業中の職員に対し，自ら連絡を取りましたか。


　　　　□　取った
　　　　□　取らなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった



　復帰した職員と，復帰後１週間以内を目途に面談し，職員に応じたサポートを行いましたか。


　　　
　□　行った
　　　　□　行わなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった

（６）　仕事と生活のバランス（プログラム14ページ）
　　　　　　　目標申告制度の目標として，所属職員のワーク・ライフ・バランスの推進に資する取組目標の設定を行い，取り組みましたか。



　　　　□　目標設定し，取り組んだ
　　　　□　目標設定しなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（７）　仕事と生活のバランス～働き方の見直し（プログラム15ページ）
　　　　　　　早出遅出勤務，部分休業，テレワークなどの請求があった場合に，職員が安心して制度が利用できる環境づくりを行いましたか。



　　　　□　行った
　　　　□　行わなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　対象者がいなかった

（８）　仕事と生活のバランス～時間外勤務の縮減（プログラム16ページ）
　　　　　　　子育てを行う職員に週２日以上は，定時退庁の呼びかけを行いましたか。


　　　　□　行った
　　　　□　行わなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　３か月に１回は『時間外勤務縮減のためのマネジメント自己診断チェックシート』で確認を行いましたか。



　　　　□　確認した
　　　　□　確認しなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　時間外勤務がないため確認の必要がなかった　
　　　　
（９）　仕事と生活のバランス～休暇の取得促進（プログラム19ページ）
　全職員に休暇を取得するよう促しましたか。
休暇等を取得するよう強く促しましたか。


　　　　□　促した
　　　　□　促さなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　職員一人当たりの年次有給休暇の取得日数は何日でしたか。


　　　　　　職員数（12月31日現在）　　　　　　　　　　　　　  　　　　　人　（Ａ）　
　　　　　　12月31日までの１年間の年次有給休暇取得日数の合計　　　　　　日　（Ｂ）　
　　　　　　一人あたりの平均年次有給休暇取得日数　　　　　　　　 　　　    日（Ｂ／Ａ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小数点以下第２位四捨五入）
　子育てを行う職員が，子供の病気の際や学校行事がある際に休暇が取れるよう環境づくりを行いましたか。



　　　　□　行った
　　　　□　行わなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　対象者がいなかった

（10）　人事異動における配慮（プログラム21ページ）
　異動希望調査の面接等の際に，子育てを行う職員に対し，人事上の配慮に関する希望を確認しましたか。



　　　　□　確認した
　　　　□　確認しなかった　→　理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　□　対象者がいなかった

（11）　この行動計画の実施に関する意見があれば自由に記入してください。
　　　　また，次世代育成のために特に取り組んでいることなどの事例があれば，記入して
　　　ください。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




